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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第79期

中間連結会計期間
第80期

中間連結会計期間
第79期

会計期間
自2024年１月１日
至2024年６月30日

自2025年１月１日
至2025年６月30日

自2024年１月１日
至2024年12月31日

売上高 （百万円） 2,860 2,412 6,292

経常利益 （百万円） 528 20 688

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益
（百万円） 764 279 898

中間包括利益又は包括利益 （百万円） 1,257 △32 1,147

純資産額 （百万円） 8,074 7,948 7,964

総資産額 （百万円） 13,383 11,680 12,914

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 15.24 5.57 17.90

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 60.3 68.1 61.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 256 61 362

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △135 295 △5

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △562 △684 △1,181

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（百万円） 4,916 4,139 4,532

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．第79期中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

３. 第79期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．第80期中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当社の連結子会社の大幸薬品インターナショナル株式会社は、2023年３月31日開催の同社の株主総会において清算

することを決議し、2025年３月21日に清算結了いたしました。

　当社の連結子会社の大幸環保科技（上海）有限公司は、2024年12月20日開催の同社の株主総会において清算するこ

とを決議し、現在清算手続き中であります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や訪日外国人旅行者数の増加等により、国内景

気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、ウクライナ・中東情勢等の地政学的リスクや米国の通商政策動

向、継続的な物価の上昇による消費の減速懸念等、依然として景気の見通しは不透明な状況が続いております。

　このような中、当社グループは医薬品事業において、市場への安定供給という課題に対し、供給体制を強化する

ため、製造人員の増強、2024年８月９日に公表した生産体制の再編に向けた準備等に取り組んでまいりました。ま

た、感染管理事業では二酸化塩素のエビデンス強化に係る研究開発を通じた消費者の皆様への信頼醸成や、売上規

模に応じたコストコントロール等収益性の改善施策に取り組んでまいりました。

　これらの結果、当中間連結会計期間の売上高につきましては、医薬品事業の減収により、対前年同期比15.7％減の

2,412百万円となりました。売上総利益につきましては、医薬品事業の減収影響等により、対前年同期比21.3％減の

1,320百万円となりました。

　販売費及び一般管理費につきましては、感染管理事業における広告宣伝費の増加等により、対前年同期比6.5％

増の1,273百万円となりました。

　これらの結果、当中間連結会計期間の営業利益は対前年同期比90.3％減の46百万円、経常利益は対前年同期比

96.1％減の20百万円となりました。特別利益につきましては、投資有価証券売却益347百万円や医薬品事業の仕入取

引や製品出荷業務に関連し取引先より受領した受取補償金14百万円を計上しております。その結果、親会社株主に帰

属する中間純利益につきましては、対前年同期比63.4％減の279百万円となりました。

　セグメント別の経営成績につきましては以下のとおりであります。

 

（医薬品事業）

　医薬品事業につきましては、国内市場における市場規模が対前年同期比で109.2％となりました。堅調な需要に対

し、「正露丸」につきましては、中期的な供給体制強化に向けた取り組みの一環として製造設備の更新等の準備を進

めてまいりました。また、京都工場の医薬品ラインが本格的に稼働したこと等により安定供給が可能な「セイロガン

糖衣Ａ」及び「正露丸クイックＣ」につきましては、営業・マーケティング施策の強化をおこなうとともに、2025年

４月から６月には「セイロガン糖衣Ａ携帯用」の新発売に合わせてＷＥＢプロモーションを実施する等、新規ユー

ザーの拡大に取り組みました。しかしながら、「正露丸」の供給課題は依然解消に至らず、特に海外向けは十分な供

給ができない状況が継続いたしました。

　この結果、国内向けの医薬品売上高につきましては、対前年同期比7.5％減の1,697百万円となりました。また、海

外向けにつきましては、対前年同期比37.9％減の508百万円となりました。

　これらの結果、医薬品事業につきましては、対前年同期比16.9％減の2,206百万円の売上高となりました。また、

セグメント利益につきましては、主に減収影響により、対前年同期比44.6％減の601百万円となりました。

 

・外部顧客への売上高の内訳（医薬品事業）

（単位：百万円）

 

前中間連結会計期間

（自　2024年１月１日

至　2024年６月30日）

当中間連結会計期間

（自　2025年１月１日

至　2025年６月30日）

国内 1,835 1,697

海外 819 508

合計 2,654 2,206
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（感染管理事業）

　感染管理事業につきましては、国内のインフルエンザ流行時期にあわせてＷＥＢでの広告を強化する等、効果的

なマーケティング費用の投下等コストコントロールに努め、収益性の改善に取り組んでまいりました。

　これらの結果、売上高は前年同期とほぼ横ばいの203百万円となりました。また、セグメント損失につきまして

は、主に販売費及び一般管理費の減少影響等により、対前年同期比で44百万円改善し151百万円となりました。

 

・外部顧客への売上高の内訳（感染管理事業）

（単位：百万円）

 

前中間連結会計期間

（自　2024年１月１日

至　2024年６月30日）

当中間連結会計期間

（自　2025年１月１日

至　2025年６月30日）

国内：一般用 95 96

国内：業務用 92 85

海外 15 21

合計 203 203

 

（その他事業）

　　　その他事業につきましては、主に木酢液を配合した入浴液や園芸用木酢液等の製造販売を行い、売上高は２百万

円、セグメント損失につきましては７百万円となりました。

 

②財政状態の分析

　当中間連結会計期間末における資産合計は11,680百万円（前連結会計年度末比1,234百万円減）となりました。ま

た負債合計は3,731百万円（同1,218百万円減）、純資産合計は7,948百万円（同15百万円減）となりました。前連結

会計年度末からの主な変動要因は、債権の回収に伴う受取手形及び売掛金の減少等による流動資産769百万円の減少

や投資有価証券の売却等に伴う固定資産464百万円の減少、未払金や賞与引当金の減少等による流動負債564百万円の

減少、長期借入金の返済等による固定負債653百万円の減少、また、その他有価証券評価差額金の減少等による純資

産15百万円の減少等であります。

 

（2）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況につきましては、現金及び現金同等物（以下、「資金」

という。）が前連結会計年度末より392百万円減少し、当中間連結会計期間末残高は、4,139百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動の結果獲得した資金は61百万円（前年同期は256百万円の獲得）となりました。主に投資有価証券売却益

347百万円、未払金の減少319百万円、棚卸資産の増加299百万円等の減少要因の一方で、税金等調整前中間純利益

382百万円、売上債権の減少665百万円等の増加要因によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果獲得した資金は295百万円（前年同期は135百万円の使用）となりました。主に有形固定資産の取

得による支出148百万円等の減少要因の一方、投資有価証券の売却による収入447百万円等の増加要因によるもので

あります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は684百万円（前年同期は562百万円の使用）となりました。主に長期借入金の返済

による支出673百万円等の減少要因によるものであります。

 

（3）経営方針・経営戦略等

　当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。
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（4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

（5）研究開発活動

　当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、96百万円であります。

なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（6）経営成績に重要な影響を与える要因

　当中間連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更はありま

せん。

 

（7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当中間連結会計期間において、当社グループの資金調達の基本方針について重要な変更はありません。

 

（8）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 153,072,000

計 153,072,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2025年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2025年８月８日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 50,636,900 50,636,900
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数

100株

計 50,636,900 50,636,900 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2025年１月１日～

2025年６月30日
－ 50,636,900 － 10 － 2,208
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（５）【大株主の状況】

  2025年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）

東京都港区赤坂１丁目８番１号赤坂インター

シティAIR
3,878,300 7.72

ROYAL BANK OF CANADA SINGAPORE

BRANCH-CLIENT'S A/C

（常任代理人　シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店）

200 BAY STREET, TORONTO ONTARIO, M5J2J5

CANADA

(東京都新宿区新宿６丁目27番30号)

3,751,665 7.47

柴田　高 大阪府吹田市 3,330,431 6.63

柴田　仁 大阪府吹田市 3,298,810 6.56

NOMURA SINGAPORE LIMITED

CUSTOMER SEGREGATED A/C FJ-1309

（常任代理人　野村證券株式会社）

10 MARINA BOULEVARD MARINA BAY FINANCIAL

CENTRETOWER2 #36-01 SINGAPORE 018983

（東京都中央区日本橋１丁目13－１）

3,185,900 6.34

ZONGYI SOLAR POWER(LUXEMBOURG)

（常任代理人　シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店）

560A, RUE DE NEUDORF, L-2220, LUXEMBOURG

(東京都新宿区新宿６丁目27番30号)
2,129,400 4.24

柴田　晃宏 奈良県生駒市 1,899,445 3.78

興和株式会社 愛知県名古屋市中区錦３丁目６－29 1,508,000 3.00

アース製薬株式会社 東京都千代田区神田司町２丁目12－１ 1,311,400 2.61

柴田　航 東京都品川区 1,215,745 2.42

計 － 25,509,096 50.76

（注）１．2021年７月21日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、サイノーリッチーズ

リミテッド（SINO RICHES LIMITED）が2021年２月18日現在で以下の株式を所有している旨が記載されてい

るものの、当社として2025年６月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の

状況には含めておりません。

　なお、その大量保有報告書の変更報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

サイノーリッチーズリミテッ

ド

（SINO RICHES LIMITED）

イギリス領バージン諸島　VG1110　トルト

ラ　ロードタウン　ウィックハムズII　

ウィストラ・コーポレート・サービス・セ

ンター

(Vistra Corporate Services Centre,

Wickhams Cay II, Road Town, Tortola,

VG1110, British Virgin Islands)

2,065,800 4.69

 
２．2021年９月13日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、韓保維が2021年９月

６日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として2025年６月30日現在における

実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

　　なお、その大量保有報告書の変更報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

韓保維
中華人民共和国香港特別行政区

ハッピーバレー
3,339,045 7.59
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３．2023年10月20日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、野村證券株式会社及

びその共同保有者２社が2023年10月13日現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨が記載されているもの

の、当社として2025年６月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況に

は含めておりません。

　　なお、その大量保有報告書の変更報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目13番１号 699,700 1.38

ノムラ　インターナショナ

ル　ピーエルシー

（ＮＯＭＵＲＡ ＩＮＴＥＲ

ＮＡＴＩＯＮＡＬ ＰＬＣ）

1 Angel Lane, London EC4R 3AB, United

Kingdom
207,012 0.41

野村アセットマネジメント株

式会社
東京都江東区豊洲二丁目２番１号 1,128,900 2.25

 

４．2023年８月17日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、キングワールドメディスンズヘル

スマネジメントリミテッドが2023年８月15日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、

当社として2025年６月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含

めておりません。

　　なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株券等保有割合

（％）

キングワールド　メディスン

ズ　ヘルス　マネジメント　

リミテッド

Vistra Corporate Services Centre,

Wickhams Cay Ⅱ, Road Town, Tortola,

VG1110, British Virgin Islands

3,185,900 6.42

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 385,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 50,229,400 502,294 －

単元未満株式 普通株式 21,800 － －

発行済株式総数  50,636,900 － －

総株主の議決権  － 502,294 －

 

②【自己株式等】

    2025年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

大幸薬品株式会社
大阪府吹田市内本

町三丁目34番14号
385,700 － 385,700 0.76

計 － 385,700 － 385,700 0.76
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上覧に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年１月１日から2025年６月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,532 4,139

受取手形及び売掛金 2,428 1,719

商品及び製品 452 610

仕掛品 652 800

原材料及び貯蔵品 571 564

その他 124 157

流動資産合計 8,761 7,992

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 953 912

機械装置及び運搬具（純額） 536 546

土地 1,675 1,675

建設仮勘定 11 7

その他（純額） 95 109

有形固定資産合計 3,271 3,251

無形固定資産 27 26

投資その他の資産   

投資有価証券 461 0

その他 391 409

投資その他の資産合計 852 409

固定資産合計 4,152 3,687

資産合計 12,914 11,680
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2024年12月31日)

当中間連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 338 347

１年内返済予定の長期借入金 1,206 1,206

未払金 716 341

未払法人税等 12 8

返金負債 69 67

賞与引当金 176 51

転貸損失引当金 11 11

移設撤去費用等引当金 88 68

その他 236 188

流動負債合計 2,855 2,290

固定負債   

長期借入金 792 119

長期未払金 549 549

転貸損失引当金 15 10

退職給付に係る負債 655 669

資産除去債務 20 20

その他 60 71

固定負債合計 2,094 1,440

負債合計 4,949 3,731

純資産の部   

株主資本   

資本金 10 10

資本剰余金 4,997 4,978

利益剰余金 2,526 2,806

自己株式 △273 △237

株主資本合計 7,260 7,557

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 234 －

為替換算調整勘定 468 391

その他の包括利益累計額合計 703 391

純資産合計 7,964 7,948

負債純資産合計 12,914 11,680
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

売上高 2,860 2,412

売上原価 ※１ 1,181 ※１ 1,091

売上総利益 1,678 1,320

販売費及び一般管理費 ※２ 1,196 ※２ 1,273

営業利益 482 46

営業外収益   

受取利息 15 7

為替差益 38 －

受取保険金 1 1

助成金収入 － 3

その他 8 0

営業外収益合計 63 12

営業外費用   

支払利息 4 3

賃貸費用 4 0

為替差損 － 30

支払手数料 6 1

その他 2 3

営業外費用合計 18 39

経常利益 528 20

特別利益   

投資有価証券売却益 － 347

受取補償金 200 14

特別利益合計 200 361

特別損失   

減損損失 － 0

投資有価証券評価損 4 －

特別損失合計 4 0

税金等調整前中間純利益 724 382

法人税、住民税及び事業税 27 10

法人税等調整額 △68 92

法人税等合計 △40 102

中間純利益 764 279

親会社株主に帰属する中間純利益 764 279
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

中間純利益 764 279

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 378 △234

為替換算調整勘定 113 △77

その他の包括利益合計 492 △312

中間包括利益 1,257 △32

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 1,257 △32
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 724 382

減価償却費 128 125

減損損失 － 0

投資有価証券売却損益（△は益） － △347

受取補償金 △200 △14

返金負債の増減額（△は減少） △9 △2

賞与引当金の増減額（△は減少） △26 △125

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △3 14

転貸損失引当金の増減額（△は減少） △44 △5

移設撤去費用等引当金の増減額(△は減少) － △19

受取利息及び受取配当金 △15 △7

助成金収入 － △3

受取保険金 △1 △1

支払利息 4 3

投資有価証券評価損益（△は益） 4 －

為替差損益（△は益） △0 0

売上債権の増減額（△は増加） 191 665

棚卸資産の増減額（△は増加） △233 △299

仕入債務の増減額（△は減少） △25 52

未払費用の増減額（△は減少） △121 △122

未払金の増減額（△は減少） △363 △319

未払又は未収消費税等の増減額 △11 23

その他 57 56

小計 53 55

利息及び配当金の受取額 13 8

利息の支払額 △4 △3

補償金の受取額 200 14

助成金の受取額 － 3

保険金の受取額 1 1

法人税等の支払額 △7 △17

営業活動によるキャッシュ・フロー 256 61

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1 －

定期預金の払戻による収入 30 －

有形固定資産の取得による支出 △72 △148

有形固定資産の売却による収入 0 －

無形固定資産の取得による支出 △24 △2

投資有価証券の売却による収入 － 447

資産除去債務の履行による支出 △68 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △135 295

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △603 △673

リース債務の返済による支出 △14 △11

配当金の支払額 △1 －

新株予約権の行使による株式の発行による収入 59 －

その他 △2 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △562 △684

現金及び現金同等物に係る換算差額 113 △65

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △327 △392

現金及び現金同等物の期首残高 5,244 4,532

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 4,916 ※ 4,139
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

　当中間連結会計期間において、大幸薬品インターナショナル株式会社は清算結了したため、連結の範囲から除外

しております。

 

（追加情報）

（表示方法の変更）

（中間連結損益計算書）

　前中間連結会計期間において、「営業外収益」の「その他」に含めていた「受取保険金」は、金額的重要性が増

したため、当中間連結会計期間より区分掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前中間

連結会計期間の中間連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前中間連結会計期間の中間連結損益計算書において、「営業外収益」の「その他」に表示していた１

百万円は、「受取保険金」１百万円として組替えております。

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書）

　前中間連結会計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「受取保険

金」及び「保険金の受取額」は、金額的重要性が増したため、当中間連結会計期間より区分掲記することとしまし

た。この表示方法の変更を反映させるため、前中間連結会計期間の中間連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前中間連結会計期間の中間連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・

フロー」の「受取保険金」△１百万円及び「保険金の受取額」１百万円を独立掲記するとともに、「小計」55百万

円は「小計」53百万円として組替えております。

 

（中間連結貸借対照表関係）

１　当座貸越契約及びコミットメントライン契約

　当社は、運転資金の確保及び財務基盤の安定性向上のために、機動的かつ安定的な資金調達手段を確保する

ため、取引銀行１行と当座貸越契約及び取引銀行４行とシンジケーション方式コミットメントライン契約を締

結しておりましたが、当中間連結会計期間末において当座貸越契約及びコミットメントライン契約は解約して

おります。これらの契約に係る借入実行残高等は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2024年12月31日）

当中間連結会計期間
（2025年６月30日）

当座貸越極度額 500百万円 －百万円

シンジケーション方式

コミットメントライン契約
3,000 －

借入実行残高 － －

差引額 3,500 －

 

（中間連結損益計算書関係）

※１　中間期末棚卸資産の収益性の低下による簿価切下額

 
　前中間連結会計期間
（自　2024年１月１日
　　至　2024年６月30日）

　当中間連結会計期間
（自　2025年１月１日
　　至　2025年６月30日）

売上原価 △0百万円 △10百万円

 

※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自　2024年１月１日
　　至　2024年６月30日）

　当中間連結会計期間
（自　2025年１月１日
　　至　2025年６月30日）

広告宣伝費 58百万円 183百万円

給与手当 390 350

賞与引当金繰入額 29 28

退職給付費用 27 32
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（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年１月１日
至　2024年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年１月１日
至　2025年６月30日）

現金及び預金勘定 5,152百万円 4,139百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △235 －

現金及び現金同等物 4,916 4,139

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年１月１日　至　2024年６月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

　無配のため、該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当中間連結会計期間において、2024年３月28日開催の第78回定時株主総会決議により、会社法第447条第１

項の規定に基づき、効力発生日を2024年５月31日として、資本金2,287百万円を減少し、その他資本剰余金へ

振り替えております。

　また、行使価額修正条項付新株予約権付社債券等に係る新株予約権の行使に伴い、資本金及び資本準備金30

百万円がそれぞれ増加しております。

　これらの結果、当中間連結会計期間末において、資本金が10百万円及び資本剰余金が4,997百万円となって

おります。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年１月１日　至　2025年６月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

　無配のため、該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年１月１日　至　2024年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書
計上額
（注）２

 医薬品事業 感染管理事業 その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 2,654 203 2 2,860 － 2,860

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 2,654 203 2 2,860 － 2,860

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△）
1,086 △195 △6 884 △401 482

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年１月１日　至　2025年６月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

中間連結
損益計算書
計上額
（注）２

 医薬品事業 感染管理事業 その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 2,206 203 2 2,412 － 2,412

セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ － － － － －

計 2,206 203 2 2,412 － 2,412

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△）
601 △151 △7 443 △396 46

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「感染管理事業」セグメントにおいて、回収可能性が認められないと判断した固定資産を減損損失として

計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当中間連結会計期間において０百万円でありま

す。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

　前中間連結会計期間（自　2024年１月１日　至　2024年６月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント

合計
医薬品事業 感染管理事業 その他事業 計

日本 1,835 187 2 2,025 2,025

中国・香港 677 4 － 682 682

台湾 97 11 － 108 108

その他 44 － － 44 44

顧客との契約から生じる収益 2,654 203 2 2,860 2,860

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 2,654 203 2 2,860 2,860

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

　当中間連結会計期間（自　2025年１月１日　至　2025年６月30日）

（単位：百万円）

 

報告セグメント

合計
医薬品事業 感染管理事業 その他事業 計

日本 1,697 182 2 1,882 1,882

中国・香港 420 4 － 425 425

台湾 65 16 － 82 82

その他 22 － － 22 22

顧客との契約から生じる収益 2,206 203 2 2,412 2,412

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 2,206 203 2 2,412 2,412

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年１月１日
至　2024年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年１月１日
至　2025年６月30日）

１株当たり中間純利益 15円24銭 5円57銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（百万円） 764 279

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利

益（百万円）
764 279

普通株式の期中平均株式数（千株） 50,171 50,222

（注）１．前中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載して
おりません。

２．当中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載して
おりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書 

 

2025年８月８日

大幸薬品株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 溝　　静太

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 塚本　　健

 

 

 

 

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大幸薬品株式会
社の2025年１月１日から2025年12月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年１月１日から2025年６月30日ま
で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連
結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。
　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ
る企業会計の基準に準拠して、大幸薬品株式会社及び連結子会社の2025年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終
了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重
要な点において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期
中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され
ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される
規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし
ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適
正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で
あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を
開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財
務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
　・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手
続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される
年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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　・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付け
る。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務
諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合
は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中
レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき
なくなる可能性がある。

　・中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい
ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成
及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら
れないかどうかを評価する。

　・中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人
は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の
結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に
ついて報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監
査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻
害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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